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Apartment houses and apartments in the current city have few places to interact with people.I wonder if the place where 
diverse people can gather and live is such a place.Despite the object of the earthquake reconstruction aimed at the Doujunkai 
apartment which is the beginning of an urban apartment house,a space conscious of urban life was proposed.In this 
research,we aim to re-evaluate the historical value of Doujunkai apartment which was already demolished,to suggest how to 
live in the city by presenting methods of conservation and utilization. 
 
１．研究背景                  

現在の都心部にある集合住宅，マンションは地域と

の関わりが少ないものが多い．部屋としての機能はい

いかもしれないが人と人とがコミュニケーションをと

ることは少ないし，一緒の場所に住んでもいるにもか

かわらず隣に住んでいる人すら関わりのないことが多

いのではないか．多様な人が集まって暮らすことので

きる場所がそのような場所でいいのか疑問に思う． 
このような集合住宅やマンションが多くなってしま

ったのはいつからなのか気になり，日本の都市型集合

住宅の始まりである同潤会アパートメントを研究しよ

うと考えた． 
現在，同潤会アパートメントはすでに全てが取り壊

されてしまった．日本の都市型集合住宅の始まりであ

る同潤会アパートメントを保存することはできなかっ

たのかと考え，同潤会に関する研究をしようと考えた． 
２．研究目的と方法                

同潤会アパートメントが保存・活用されることで人と

人とが関わり合うことのできる豊かな生活を現代に示

し，都市の中での住み方の示すことを目的とします． 
特に同潤会アパートメントで多く計画された様々な共

用施設（集会室，娯楽室，社交室，食堂，浴場）が果た

す役割を示すことを目的とします． 
	 方法として，大正１５年から昭和９年にかけて計画

された１５カ所の同潤会アパートメントを対象とし，

分析を通して，それぞれの同潤会アパートメントの歴

史的価値を評価することで残すべき点を明らかにして

いく． 
	 また，同潤会アパートメントの中で共用施設がどこ

に配置され，それが生活にどのような影響を与えてい

たのかを読み取る． 

３．代官山アパートメントにおける共用施設     

	 代官山アパートメントには娯楽室，食堂，浴場，児

童遊園が計画された．３６の住棟が３つの通りに沿っ

て配置され，「田園都市」的な性格を持ちます．今日の

代官山ではビルが立ち並んでいるが，当時では郊外で

あり，市街地化されていなかったため，団地として自

立させるために多くの共用施設が設けられた． 
	 配置図を見ると２つの通りが交わっている場所に本

館があり，１階に食堂と店舗，２階に娯楽室が設置さ

れている．この本館の場所は代官山アパートメントの

中心に配置されており，住民たちの生活の拠点となっ

ており，浴場は本館の斜向かいに配置されており，隣

接する道路にも近いことから，近隣の住民にも利用さ

れたのではないかと考える．また，田園都市的な配置

のため，通りには緑が多く，出会いの場でもあり，こ

れも重要な共用空間であった． 

 
	 	 	 図１．代官山アパートメント	 配置図 
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４．大塚女子アパートメントにおける共用施設    

	 大塚女子アパートメントは同潤会アパートメントで

唯一の男性禁制のアパートメントであった．全ての部

屋が独身部屋になっており，昭和のはじめ，資格をも

つ女性の職場進出があり，当時の社会的要請を実現し

たものである． 
共用施設としては食堂，浴室，日光室，音楽室，応接

室があり，女子アパートメントらしい共用施設が多く

ある．食堂，浴場は地階に配置されており，他の同潤

会アパートメントとは違い，近隣の人が利用できない

計画になっている．これは女子アパートメントのため

安全を考慮したためだと考える．応接室は１階にあり，

中庭と繋がっており，ロビーのように使われており，

家族などの男性が唯一入れる場所であった．日光室，

音楽室は屋上に配置され，５階の洗濯場と繋がってい

る．休日に洗濯をしながら休めることができ，交流の

場になっていた．女性が豊かな都市生活をおくるため

の共有施設が揃っているアパートメントであった．  

 
図２．大塚女子アパートメント	 平面図 

５．江戸川アパートメントにおける共用施設     

江戸川アパートメントは同潤会アパートメント事業

の最後に建設され，同潤会アパートメントの集大成で

あった． 
	 共用施設としては児童遊園，食堂，浴室，社交室，理

髪店がある．さらに江戸川アパートメントの大きな特

徴として２棟の住棟に囲まれた中庭がある．この中 
庭も江戸川アパートメントにとっては重要な共用施設 

であると考える． 
	 江戸川アパートメントにおいて，共用施設は西側通

りに面して（平面図左上）計画された．地階に浴場と

理髪店，１階に食堂，２階に社交室が配置されている．

これは居住者だけでなく，近隣住民にも利用され，多

くの交流を促すために配置したと考える．しかし，中

流階級向けに計画されたことや南側前面道路計画が中

止になり，江戸川アパートメントは閉鎖的な場所にな

ってしまい，地域との関係が薄れてしまった． 

 

図３．江戸川アパートメント	 １階平面図 
６．共用施設から見られる同潤会の思想       

	 同潤会アパートメントの特徴を見てみると多様を意

識していることがわかる．これは同潤会が単なる復興

のための住宅を供給するのではなく，都市を意識した

共同生活を示していると理解することができ，共用施

設はそれらを具体化したものであった．		

７．まとめ                    

同潤会アパートメントでは多様な共用施設を中心と

して都市での共同生活がおくられていたことがわかる．

配置計画から居住者だけでなく，近隣にも使われるよ

うに計画されていることがわかる． 
同潤会アパートメントは都市型集合住宅であるため

家族世帯だけでなく独身者の利用を想定している．独

身者にとって共用施設は共同生活の中心であった． 
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